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1　は　じ　め　に

近年，畜産施設，特に堆肥化施設からの悪臭に対する苦

情が多く社会問題になっている。昨年，脱臭施設として新

たに開発されたロックウールを主原料とした微生物利用の

寒冷地型家畜糞尿脱臭装置が，岩手県農業研究センター畜

産研究所に設置されたことから，実用規模での実証試験を

行ったので概要を報告する。

2　試　験　方　法

（1）堆肥化肥料の種類

牛，豚，鶏の混合糞　重量比　9：0．5：0．5

（2）堆肥化プラント

JR－120型円型発酵装置．ロータリーコンポ「大地」

内容量220Id（直径12m，堆肥高2m），通気量0．08nf／

d／分

（3）脱臭装置の主要諸元

脱臭槽　型式：半地下式寒冷地型，槽内方法：5．8mx

13m　堆積高さ：2．5m　脱臭材料容積：189Id　脱臭材料：

試販型ロックウール脱臭材料No．8

通気装置　型式：ターボファン　設定通気量：110ld／分

モーター出力：15kW　送気配管：VP350

図1　寒冷地型ロックウール脱臭装置の概要

3　試験結果及び考察

11）脱臭装置の運転経過

平成8年5月14日運転開始以後連続運転している。

1日の運転サイクルは，散水のため9時に停止，散水を

1ブロック5～10分×4ブロックで実施した後10時30分に

運転を再開した。

（2）脱臭効果について

北川式検知菅によるアンモニアガス濃度の測定値は表1

のとおりであった。脱臭槽入口のアンモニアガス濃度は，

7月から9月は家畜糞尿の投入量が1日平均14－15【ばで10

月以降の17nはり少ないことから，95～150ppmと10月以

降の293～445ppmより低くなっている。脱臭層上部のア

ンモニアガス濃度は，8月に26．9ppm検知されたが，他

の月は0．2～5．9ppmで高い脱臭効果が持続された。冬期

においても脱臭効果が高く，季節による効果に変化は認め

られなかった。

（3）散水調整と脱臭との関係

当初1日の散水時間を5分とした。8月に入り，脱臭槽

上部からのアンモニアガスが増加する傾向がみられたので

8月23日に10分に延長した。その結果，徐々に減少し検知

されなくなった。11月18日には8分に短縮し，12月21日に

は隅，壁面にも散水が行き渡るよう散水ノズルを12個増設

した（全休で46個）。

（41堆肥発酵槽からの通気臭気のアンモニアガスの日内

裏1　北川式検知管による

アンモニアガス濃度の測定値　　　（ppm）

測定月　7　8　91011121　2　3　平均
脱臭槽人口119　95150　289　360　439　415　445　293289．4

脱臭槽上部　2．8　26．9　5．9　7．16．4　0．6　0．2　0．7　2．0　5．8

注．1）月4回測定の平均値。測定時間は7：30分
2）脱臭槽上部の測定個所・10月8日まで6個所
（測定位置　図3の2．5，8．11，17）以後
18個所（測定位置　図3に同じ）

■れ

］仰

抑

0

07∴p tP：∬ll：二nlJ：加　は：二氾17■よl柑：コ〉21：∬2ユ：カHl：刀＝】：：和仏：刃PT：刀

図2　堆肥発酵槽からの通風臭気のアンモニアガスの日内
変化（脱臭槽入口）

－105－



東北農業研究　　第　50　号　（1997）

変化

発酵槽からのアンモニアガスの発生員は－堆肥化装置の

撹拝機が停lLL約4時間後に鼓も少なくなり，その後増加

し，8時間後に巌も多くなっている。発生量の多い時と少

ない時とでは，10倍の差がみられた。

（5）脱臭糟の通風状態について

アンモニアガスの測定位置（図3）で臭気捕集装置（図

4）を使いアネモマスターの風速計で脱臭槽表面の風速を

測定した結果では－風速は徐々に低下している。位置別に

表2　脱臭槽表面の風速調査

什〉1．7Jllln、IDn8011．2．5．日
11．17のもカJボ
Z，lOJIl71l－l－はす＝傭力耶

図3　測定位置　　　　　図4　臭気摘果装置

測定時間（7：30）（m／sec）

脱　臭　槽　上　部　測　定　位　置

1　2　3　4　5　6　7　8　91011121314151617 18　全平均　中央平均　その他平均
7月　　　2．0　　　　1．8　　　　1．4　　　　1．3 1．7　　　　1，4　　　　1．6　　　1．6

8月　　1．4　　　　1．7　　　　1．7　　　　1．2 1．7　　　　1，3　　　　1．5　　　1．5

9月　2．31．11．91．21．21．51．01．4 1．41．81．21．71．31．21．71．5　0．8　2．1　1．2　　　1．1　　1．6
10月1．81．41．81．41．41．51．41．51．91．71．41．91．01．3 1．91．21．01．7　1．4　　　1．3　　　1．6
11月1．10．91．21．11．1 1．21．0　0．91．51．10．91．21．0　0．81．3 1．3　0．91．4　　1．1　　　0．9　　　1．2
12月1．9　0．7　2．01．0　0．81．71．0　0．81．6 1．3　0．91．4　0，9　0．91．61．3　0．81．8　1．2　　　0．8　　　1．4
1月1．6　0，71．9　0．7　0．91．5　0．9　0．91．41．41．1 1．4　0，9　0．81．61．3　0．81．9　1．2　　　　0．9　　　1．4
2月1．8　0，8　2．11．0　0．91．21．0■0．91，61，31．1 1．4　0，8　0．91．61．4　0．81．9　1．3　　　　0．9　　　1．4

3月1．71．0　2．0　0．71．01，31．01．01．3 1．4　0．9　2．2　0．91．01．41．3　0．81．8　1．2　　　0．9　　　1．4
平均1，71．11．81．01．21，41．01．21．51．41．1 1．61．01．21．61．3　0．91．8　1．3　　　1．1　　1．4
注．1）月4回測定の平均値
2）中央：測定位置2，5．8，11，14，17
3）その他：測定位置1，3，4，6，7，9，10．12，13，15．16．18で角．壁面寄り。

は中央部と隅の角，壁寄りとで低下する割合に違いのある

ことが確認された。

（引．送風管内（送風機吸人側）の風速，静圧の変化

風速，静圧，共に徐々に低下している。脱臭糟の通気抵

抗が多くなっていることによるものと考えられる。

表3　送風管内の風速．静圧の測定値
（rn／scc，ⅢⅢH20）

月　　8　　9　10　1112　1　2　　3

風速　8．7　8．0　8．1　8．3　8．2　7．0　7．1　6．9
静圧　　　　　　　　　15．512．812．011．812，3
注．1月4回測定の平均値

（7）脱臭槽内の辞任

脱臭糟の深さ別（0．5m間隔）にステンレスパイプを挿

入し，静圧の測定を行った。結果は表4のとおりである。

2．5m位置以外の測定値は2．0mまでは徐々に低下し，2．5m

では増大している。これは2．5m深さ周辺位置に水膜がで

き通気抵抗が大きくなっている結果と考えられた。12月2

日，2．23mの位置に新たにステンレスパイプを設置して測

定を始めたが．この位置では水膜の形成は確認されなかっ

た。

4　ま　　と　　め

ロックウール脱臭装置の性能は，冬季においても良好で，
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表4　脱臭槽深さ別の静圧測定値　　　　（mmH20）

月日　0．5m1，0m1．5m　2．0m　2．5m　2．23m

5・14　77　　127　197　　271　324

24　69　　129　195　　270　　332

6・10　75　　120　180　　260　　320

25　69　　114　177　　252　　314

7・10　70　　114　177　　249　　312

24　70　　112　172　　247　　309

8・9　72　　108　170　　244　　334

25　78　　110　170　　250　　308

9・9　72　　112　166　　238　　299

25　64　　102　154　　229　　280

10・9　60　　100　139　　211　151

25　58　　　98　146　　210　　282

11・10　59　　　94　142　　217　　255

25　75　　115　165　　240　　350

12・10　63　100　142　　215　　355　12／2246

25　64　　102　153　　223　　370　　　　　217

1・10　60　　100　137　　212　　360　　　　221

28　64　　105　144　　217　　365　　　　223

注．深さ2．23mは12月2日から測定を行っている。

寒冷地において実用性の高い装置であることが確認された。

脱臭効果に問題が生じている状況には無いが，ロックウー

ル下層部の通気性が低下し換気員も低下していると考えら

れるので．次年度脱臭層の構造を改善し，調査を継続する

予定である。


